







































































H(T)-Hole(i-to),C-2Ho/tADM, tO<t<to+tADM - (4)
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N=4,++++Nb(0)=O t
図3T=0の熱浴と接触したイジング磁性体の緩和
最後にもうー っ興味深い量子効果を考察しておこう｡上で考察したように,系は何ら
かの方法で不安定核をもっことができる｡トンネル効果によると図1のA点,熟浴効果で
埠B点である｡もし,系と外界の碍合が非常に弱い場合たとえ核が不安定でも単純に核は
成長していけない｡むしろ,与えられた大きさのまわりで振動することが期待される｡こ
れはドメイン壁の振動と考えてもよく,非自明の振動数をもつ｡この振動の様子はA点,
B点で異なると考えられる｡また,磁場の大きさへの依存性なども興味深い｡これらの点
に関しては別の機会に報告する｡
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